
大
分
県
現
代
俳
句
協
会
第
35
回

定
期
総
会
を
2
月
24
日
（
月
・
休

日
）
の
10
時
半
か
ら
、
大
分
ホ
ル

ト
ホ
ー
ル
の
３
０
２
会
議
室
で
開

催
し
ま
す
。
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
と

勘
違
い
す
る
人
が
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
総
会
は
令
和
七
年
度
の
当

協
会
の
方
針
を
決
定
す
る
重
要
な

会
議
で
す
。
と
り
わ
け
今
回
は
十

年
に
一
度
回
っ
て
く
る
「
九
州
現

代
俳
句
大
会
」
の
当
番
県
に
な
り
、

当
協
会
が
開
催
母
体
に
な
り
ま
す
。

（
10
月
25
日
〈
土
〉
の
ホ
ル
ト
ホ
ー

ル
開
催
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
）

大
会
の
成
功
は
投
句
数
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
い
か
に
多
く
の
作
品

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま

た
大
会
当
日
、
九
州
各
県
か
ら
の

参
加
者
の
満
足
度
を
い
か
に
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
私
た

ち
の
力
量
が
問
わ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
現
代
俳
句
勉
強

会
や
県
協
会
吟
行
大
会
、
く
じ
ゅ

う
や
ま
な
み
牧
場
俳
句
大
賞
な
ど
の
、

イ
ベ
ン
ト
や
主
催
行
事
、
後
援
行
事

な
ど
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
ま
す
。

今
回
は
役
員
の
改
選
大
会
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
実
情
に
応
じ
た
若
干

の
役
員
人
事
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

顕
彰
の
部
で
は
「
第
27
回
大
分
県

現
代
俳
句
協
会
賞
」
の
発
表
と
表
彰
、

「
令
和
6
年
度
年
間
一
句
賞
」
の
発

表
と
表
彰
が
行
わ
れ
ま
す
。

総
会
の
あ
と
は
参
加
者
全
員
で
弁

当
を
食
べ
、
恒
例
の
懇
親
句
会
を
開

催
し
ま
す
。
懇
親
句
会
は
事
前
に
各

自
2
句
の
投
句
が
必
要
で
す
。

総
会
、
懇
親
句
会
を
通
じ
て
会
員

以
外
の
方
も
自
由
に
参
加
出
来
ま
す
。

（
た
だ
し
総
会
は
議
決
権
は
あ
り
ま

せ
ん
。
懇
親
句
会
は
全
員
平
等
で
す
）

総
会
は
無
料
で
す
が
、
懇
親
句
会

は
弁
当
、
資
料
代
と
し
て
千
円
必
要

で
す
。
当
日
会
場
で
徴
収
し
ま
す
。

事
前
投
句
の
締
切
は
2
月
18
日

（
火
）
ま
で
、
事
務
局
宛
に
ハ
ガ
キ

や
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
お
送
り
く
だ
さ
い
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総
会
に
参
加
し
よ
う
！

2
月
24
日(

休)

10
時
半
開
会

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

午後は恒例の懇親句会開催
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《
12
点
》

姉
の
忌
の
落
葉
掃
い
て
も
ま
た
戻
る

足
立

攝

名
を
呼
ば
れ
わ
が
名
が
好
き
に
な
る
小
春

赤
峯

友
子

初
夢
と
い
う
あ
や
ふ
や
な
舟
を
漕
ぐ

足
立

攝

《
11
点
》

着
ぶ
く
れ
て
浮
世
話
が
紛
れ
込
む

立
花
眞
由
美

無
口
な
る
夫
の
存
在
せ
き
一
つ

河
野

洋
子

重
体
の
地
球
か
ら
出
る
軽
い
咳

山
口

雀
昭

《
10
点
》

百
年
を
夢
見
し
父
の
農
日
記御

手
洗
豊
海

晩
学
や
回
転
木
馬
に
春
は
乗
る

菅

攝
子

寒
星
が
コ
ツ
ン
と
僕
に
生
き
て
い
る

有
村

王
志

諦
め
も
選
択
肢
な
る
つ
く
づ
く
し

河
野

洋
子

善
人
の
貌
し
て
黄
泉
へ
ゆ
く
霜
夜

赤
峯

友
子

や
わ
ら
か
な
記
憶
溶
か
し
て
ゆ
く
初
日

上
田
た
か
し

夢
ひ
と
つ
ポ
ケ
ッ
ト
に
詰
め
春
を
待
つ

坂
本

一
光

日
向
ぽ
こ
「
ボ
ー
と
生
き
て
て
」
何
故
悪
い

山
口

雀
昭

《
9
点
》

来
し
方
の
足
し
算
引
き
算
臥
龍
梅

加
納

知
子

《
8
点
》

消
し
ゴ
ム
の
屑
の
行
方
や
除
夜
の
鐘

河
野

則
子

名
を
呼
ば
れ
妻
に
戻
れ
り
初
暦

足
立

町
子

今
生
の
奥
へ
奥
へ
と
木
の
実
落
つ

赤
峯

友
子

茜
さ
す
百
万
本
の
霜
柱

時
松
由
美
子

凩
が
ま
ち
ぶ
せ
て
い
る
五
番
線

足
立

町
子

《
7
点
》

ゲ
ル
ニ
カ
の
愚
か
幾
た
び
冬
北
斗

坂
本

一
光

バ
ス
の
子
に
手
を
振
る
母
や
能
登
は
雪

佐
藤

律
子

ほ
つ
ほ
つ
と
恋
の
予
感
や
冬
木
の
芽

髙
橋

玲
子

※
以
下
は
句
会
報
26
号
参
照

2

令
和
六
年
度

第
一
回
雑
詠
句
会

結
果
発
表

種
袋
切
れ
ば
呼
吸
を
は
じ
め
け
り

〈
18
点
〉
山
口
雀
昭

薄
氷
を
踏
む
少
年
の
反
抗
期

〈
16
点
〉
時
松
由
美
子

反
骨
の
か
た
ち
に
伸
び
る
と
ろ
ろ
汁

〈
16
点
〉
立
花
眞
由
美

つ
ば
め
来
る
い
つ
も
通
り
と
い
う
奇
跡

〈
15
点
〉
岸
本
千
鶴
子

人
生
を
笑
顔
で
煮
込
む
去
年
今
年

〈
13
点
〉
時
松
由
美
子

く
た
び
れ
た
柚
子
を
数
え
る
し
ま
い
風
呂

〈
13
点
〉
吉
田
素
子

薄
氷
の
記
憶
の
底
に
あ
る
昭
和

〈
13
点
〉
足
立

攝

空
箱
に
春
の
噂
が
忍
び
込
む

〈
13
点
〉
河
野
則
子



県
協
会
主
催
の
「
現
代
俳
句
勉
強
会
」

が
、
今
年
も
9
月
28
日
、
大
分
コ
ン
パ
ル

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

大
分
市
の
ほ
か
豊
後
高
田
市
や
九
重
町
か

ら
35
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

有
村
王
志
会
長
の
挨
拶
で
幕
を
開
け
た

勉
強
会
は
、
足
立
攝
幹
事
長
の
司
会
で
進

行
し
ま
し
た
。
ま
ず
参
加
者
の
事
前
投
句

全
82
句
を
、
一
人
七
句
選
（
特
選
な
し
）

で
選
考
し
ま
す
。
82
句
か
ら
7
句
選
ぶ
作

業
は
な
れ
た
会
員
な
ら
も
の
の
10
分
ほ
ど

し
か
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
俳
句
初
心
者
に

と
っ
て
は
こ
れ
が
か
な
り
の
難
行
に
な
り
、

結
局
全
員
の
選
句
が
揃
う
の
が
30
分
以
上

か
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
勉
強

で
す
。
作
品
を
い
か
に
深
く
読
む
か
、
い

か
に
速
く
読
む
か
は
、
結
局
慣
れ
。
場
数

を
踏
む
以
外
に
近
道
は
な
い
し
、
場
数
さ

え
踏
め
ば
誰
で
も
身
に
つ
く
ス
キ
ル
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
最
高
点
は
13
点
で
、
佐
々
木

玉
さ
ん
の
作
品
「
煩
悩
を
底
に
沈
め
て
水

澄
め
り
」
で
し
た
。
「
水
が
は
れ
や
か
に

澄
む
と
い
う
こ
と
は
、
煩
悩
が
な
く
な
る

こ
と
で
は
な
い
。
水
底
に
静
か
に
沈
ん
で

い
る
状
態
の
こ
と
だ
。
我
々
の
社
会
の

『
家
庭
の
安
ら
ぎ
』
あ
る
い
は
『
世
界
の

平
和
』
な
ど
も
、
こ
れ
と
同
じ
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
会
員
の
発
言
に

会
場
は
「
お
ぉ
」
と
ど
よ
め
き
ま
し
た
。

勉
強
会
で
は
「
切
れ
は
な
ぜ
必
要
か
」

「
季
語
の
必
要
性
」
「
季
が
動
く
と
は
」

「
文
語
か
口
語
か
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
勉
強
会
の
高

得
点
句
は
以
下
の
通
り
で
す
。

13
点

煩
悩
を
底
に
沈
め
て
水
澄
め
り

佐
々
木

玉

11
点

手
の
ひ
ら
は
無
限
の
自
由
零
余
子
落
つ

有
村

王
志

8
点

愚
痴
聴
い
て
消
ゆ
る
二
合
の
新
走
り

江
藤

正
光

隠
し
事
す
れ
ば
南
瓜
が
ま
た
太
る

足
立

町
子

満
月
や
母
の
顔
し
て
昇
り
く
る

高
橋

玲
子

10
月
12
日
（
土
）
、
川
添
公
民
館
2
階

の
集
会
室
で
県
協
会
の
第
21
回
吟
行
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
成
清
正
之
元
会
長
が

育
て
た
川
添
俳
句
教
室
が
母
体
と
な
り
、

実
行
委
員
会
（
江
藤
正
光
会
会
長
）
が
、

お
世
話
役
を
務
め
ま
し
た
。

【
大
会
大
賞
】
3
名

抱
く
や
う
に
子
の
服
脱
が
す
鵯
の
と
き

牧
野

桂
一

和
が
胸
に
山
河
い
だ
く
や
秋
日
和

仲
摩

江
美

夢
を
見
て
い
ら
れ
る
時
間
曼
珠
沙
華

石
橋
紀
公
子

3

現
代
俳
句
勉
強
会
に
35
人

県
協
会
吟
行
大
会
in
川
添

川添公民館2階集会室



10
月
26
日
（
土
）
、
第
3
回
目
と

な
る
「
く
じ
ゅ
う
や
ま
な
み
牧
場
俳

句
大
賞
」
の
行
事
が
、
や
ま
な
み
牧

場
和
室
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
晴
天
に
も
恵
ま
れ
受
賞
者
ら

約
50
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
協
会
の
足
立
攝

幹
事
長
、
古
後
粒
勝
副
会
長
が
応
募

句
の
選
に
あ
た
り
、
こ
れ
に
牧
場
側

か
ら
安
部
ス
エ
ノ
専
務
が
加
わ
っ
た

合
議
制
で
入
賞
句
が
決
定
し
ま
す
。

昨
年
か
ら
選
句
方
法
を
前
期
、
後
期

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
選
者
か
ら
、

さ
ら
に
絞
り
込
ん
で
年
間
の
受
賞
者

を
決
定
す
る
方
式
に
改
め
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
選
の
精
度
が
高
く
な
り
ま
し
た
。

大
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、
牧
場
の
敷

地
に
句
碑
が
建
て
ら
れ
、
こ
の
牧
場
と
と

も
に
歴
史
が
刻
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
九
重
の
甲
斐
加
代
子
さ
ん
の
作
品

の
句
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
は
牧
場
の
足
立
章
氏
の
司
会
で
始

め
ら
れ
、
安
部
政
児
元
社
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
入
賞
作
品
の
発
表
と
表
彰
、
受
賞
者

の
挨
拶
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
が
参
加
す
る
こ
と
が
応
募
の
条

件
な
の
で
、
こ
の
日
は
全
て
の
受
賞
者
が

会
場
に
揃
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
県
協
会
か
ら
足
立
幹
事
長
、

古
後
副
会
長
が
講
評
を
行
い
、
受
賞
者
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
休
憩
の
あ
と
全

員
で
牧
場
の
湖
畔
に
集
ま
り
、
句
碑
を
建

て
る
儀
式
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
大
賞

の
甲
斐
加
代
子
さ
ん
が
シ
ャ
ベ
ル
で
土
を

か
け
る
と
、
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で
記
念
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。
入
賞
作
は
、
以
下
の

通
り
で
す
。

【
大
賞
】

万
緑
に
染
ま
る
羊
と
染
ま
り
け
り

九

重

町

甲
斐
加
代
子

【
準
大
賞
】

ヨ
ー
グ
ル
ト
ご
く
り
と
入
道
雲
の
味

豊
後
大
野

後
藤

洋
子

羊
ら
が
も
ぐ
も
ぐ
秋
の
雲
を
食
む

大

分

市

赤
峯

友
子

【
入
賞
】

薫
風
や
歌
い
だ
す
寸
前
の
馬

豊
後
大
野

後
藤

洋
子

ど
の
子
に
も
く
じ
ゅ
う
の
風
や
羊
雲

玖

珠

町

豊
國

隆
信

馬
の
背
の
揺
れ
の
二
拍
子
草
い
き
れ

九

重

町

高
倉

直
人

サ
ン
グ
ラ
ス
外
し
て
熊
と
に
ら
め
っ
こ

玖

珠

町

豊
國

隆
信

ヒ
ゴ
タ
イ
や
穴
井
太
の
原
郷
林

九

重

町

幸
谷

恵
子

大
粒
の
雨
ひ
と
し
き
り
稲
の
花

九

重

町

竹
石

末
子

洗
わ
れ
た
馬
の
匂
い
や
夏
牧
場

竹

田

市

油
布

晃

【
小
中
学
生
の
部
】

ど
ん
ぐ
り
が
落
ち
た
拾
っ
た
ま
た
落
ち
た

吉
井
町
（
小
５
）
保
坂

千
咲

4

第
３
回

「
く
じ
ゅ
う
や
ま
な
み
牧
場
俳
句
大
賞
」

＝

県
協
会
後
援
行
事＝



九
重
町
の
甲
斐
加
代

子
さ
ん
が
9
月
30
日
、

第
二
句
集
「
花
す
す
き
」

を
文
學
の
森
社
よ
り
上

梓
し
ま
し
た
。
１
９
８

７
年
に
刊
行
さ
れ
た
第

一
句
集
「
湯
け
む
り
」

以
後
の
集
大
成
の
句
集

に
な
り
ま
す
。

甲
斐
加
代
子
さ
ん
と
言
え
ば
、
九
重
町

で
は
知
ら
な
い
人
の
い
な
い
著
名
人
で
、

筋
湯
温
泉
き
っ
て
の
老
舗
旅
館
「
宝
珠
屋
」

の
女
将
を
長
く
勤
め
、
近
年
大
女
将
に
就

任
し
ま
し
た
。
ま
た
代
々
の
文
学
一
家
に

育
ち
、
こ
の
地
に
赴
任
し
て
い
た
穴
井
太

（
故
人
・
俳
誌
天
籟
通
信
の
創
始
者
）
の

生
徒
で
あ
り
、
彼
か
ら
直
接
の
俳
句
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
て
い
ま
す
。
県
協
会
の
設

立
時
の
メ
ン
バ
ー

で
も
あ
り
ま
す
。

（
そ
の
後
し
ば

ら
く
県
協
会
を

離
れ
た
が
、
２

０
１
８
年
に
再

入
会
）
受
賞
歴

は
こ
れ
ま
で
数

知
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
加
代

子
さ
ん
の
「
花

す
す
き
」
出
版

の
記
念
祝
賀
会

を
、
県
協
会
の

副
会
長
で
あ
り

こ
こ
の
え
寿
大

学
俳
句
ゼ
ミ
講

師
で
も
あ
る
古

後
粒
勝
さ
ん
が

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
ま
し
た
。

11
月
28
日
、
会
場
で
あ
る

「
名
水
の
宿
・
宝
珠
屋
」
に
、

こ
こ
の
え
寿
大
学
俳
句
ゼ
ミ
、

わ
い
た
句
会
、
さ
く
ら
草
句
会
、

高
原
句
会
の
当
地
在
住
の
俳
句

会
を
中
心
に
、
加
代
子
さ
ん
に

ゆ
か
り
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
約
30

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
県
協
会
足
立

攝
幹
事
長
が
講
話
し
、
「
十
七

音
で
説
明
す
れ
ば
、
十
七
音
分

の
説
明
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
俳

句
は
そ
の
極
端
に
短
い
と
い
う

ハ
ン
デ
ィ
を
、
逆
に
長
所
に
変

え
た
文
学
で
す
。
一
番
言
い
た

い
こ
と
は
書
か
ず
に
、
逆
に
読

者
に
想
像
さ
せ
る
こ
と
で
、
俳

句
は
原
稿
用
紙
何
枚
に
も
な
る

世
界
観
を
表
現
し
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。
こ
の
後
会
場
を
3

階
の
大
広
間
に
移
し
、
乾
杯
の

音
頭
を
高
原
句
会
の
赤
峰
佐
代

子
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。
司
会
は
わ
い
た

句
会
の
高
倉
直
人
さ
ん
で
す
。

挨
拶
や
寸
劇
、
感
銘
句
の
発
表
な
ど
が

続
き
、
勉
強
3
分
、
歓
談
7
分
の
俳
人
ら

し
い
会
合
で
、
さ
く
ら
草
句
会
の
甲
斐
素

純
さ
ん
の
万
歳
三
唱
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

心
の
こ
も
っ
た
料
理
と
相
ま
っ
て
忘
れ
ら

れ
な
い
祝
賀
会
に
な
り
ま
し
た
。

句
集
「
花
す
す
き
」
自
選
句

絵
手
紙
を
は
み
出
し
な
が
ら
野
火
走
る

生
涯
は
道
草
ば
か
り
春
り
ん
ど
う

こ
の
風
は
父
か
も
知
れ
ぬ
青
田
道

風
薫
る
村
に
沈
め
る
余
生
あ
り

嫁
に
ゆ
ず
る
ひ
と
つ
は
梅
の
塩
加
減

今
朝
あ
り
て
こ
の
湯
け
む
り
と
初
明
り
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二
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
る
「
九
州

現
代
俳
句
大
会
」
が
、
10
月
25
日
（
土
）

に
大
分
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

主
催
は
九
州
現
代
俳
句
連
合
会
で
す
が
、

当
番
県
に
あ
た
る
当
協
会
が
運
営
に
全
面

的
に
責
任
を
負
い
ま
す
。

前
回
の
開
催
県
で
あ
る
熊
本
か
ら
引
き

つ
ぎ
、
次
の
宮
崎
県
へ
と
引
き
渡
す
ま
で

が
当
協
会
の
担
当
に
な
り
ま
す
。

こ
の
15
回
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、

6
月
15
日
、
県
在
住
の
本
部
会
員
と
県
協

会
の
役
員
が
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
に
集
ま
り
、

「
第
15
回
現
代
俳
句
大
会
in
大
分
」
の
結

成
大
会
を
行
い
、
以
下
の
項
目
を
確
認
決

定
し
ま
し
た
。
（
会
報
131
号
既
報
）

・
実
行
委
員
会
会
長
は
有
村
王
志
会
長

・
同
事
務
局
長
は
足
立
攝
幹
事
長

・
そ
の
他
の
役
員
は
当
協
会
役
員
が
兼
任

・
当
協
会
の
第
35
回
現
代
俳
句
大
会
は
単

独
で
行
わ
ず
九
州
大
会
と
合
同
開
催

・
黒
字
を
出
す
た
め
に
一
五
○
○
句
以
上

の
投
句
を
目
標
に
す
る

・
従
来
行
わ
れ
て
い
た
前
日
の
懇
親
会
は

行
わ
な
い
。
宿
泊
の
斡
旋
も
し
な
い

大
会
母
体
の

九
州
現
代
俳
句
連
合
会

は
こ
れ
ま
で
現
代
俳
句
協
会
九
州
地
区
連

絡
会
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
現

代
俳
句
協
会
（
本
部
）
の
方
針
に
添
っ
て

の
こ
と
で
す
が
、
２
０
２
３
年
の
本
部
の

一
般
社
団
法
人
化
に
と
も
な
っ
て
、
そ
の

設
立
基
盤
が
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
２
０
２
３
年
の
熊
本
大
会
の
理

事
会
で
対
応
が
協
議
さ
れ
、
現
在
の
名
前

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
部
か
ら
の
補
助
金
が
打
ち
切

ら
れ
た
た
め
、
運
営
費
を
各
県
が
供
出
す

る
体
制
に
変
わ
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は

毎
年
各
県
が
５
千
円
を
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

す
る
と
少
し
の
矛
盾
点
が
出
て
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
運
営
費
は
本
部
か
ら
出
さ
れ
、

運
営
は
本
部
会
員
で
あ
る
各
県
の
会
長
と

事
務
局
長
が
理
事
と
し
て
担
っ
て
き
ま
し

た
の
で
、
そ
こ
に
矛
盾
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
毎
年
わ
ず
か
５
千
円
と
は
い

え
、
県
協
会
が
供
出
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

運
営
母
体
は
本
部
で
は
な
く
県
協
会
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
県
協
会
は
本
部
会

員
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
部
会
員
で
な
い
県
独
自
の

会
員
が
多
数
で
す
。
す
る
と
本
部
会
員
で

は
な
い
会
員
を
全
て
含
め
て
、
九
州
現
代

俳
句
連
合
会
の
構
成
員
と
い
う
こ
と
に
な

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

熊
本
大
会
の
と
き
に
全
県
の
理
事
会
が

開
か
れ
、
こ
こ
の
部
分
を
討
議
し
た
の
で

す
が
、
熊
本
県
が
示
し
た
「
九
州
現
代
俳

句
連
合
会
規
約
」
に
は
、
こ
の
討
論
の
成

果
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
大

分
大
会
で
最
終
的
に
規
約
を
決
定
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
毎
年
３
～
６
月
の
「
大
分
県
現
代

俳
句
大
会
」
は
、
次
回
は
「
第
35
回
大
会
」

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
「
九
州
現
代
俳
句

大
会
」
開
会
に
と
も
な
い
、
こ
れ
と
合
同

し
て
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
時
期
が
4
ヶ
月
ほ
ど
遅
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
「
九
州
俳
句
大
会
」
の
具
体

的
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
2
月
の
総

会
以
降
で
す
。
こ
こ
で
は
現
時
点
で
の
決

定
事
項
の
お
知
ら
せ
で
し
た
。
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当
協
会
年
会
費
二
千
円
は
来
年
度
も

据
え
置
き
が
決
定
。

会
費
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

12
月
1
日
（
日
）
に
当
協
会
幹
事
会
、

12
月
7
日
（
土
）
に
役
員
会
が
開
催
さ
れ

2
月
24
日
に
開
催
さ
れ
る
第
35
回
総
会
に

提
出
す
る
議
案
に
つ
い
て
協
議
、
決
定
し

ま
し
た
。
郵
便
料
金
を
始
め
物
価
高
騰
の

中
で
す
が
、
来
年
度
の
年
会
費
は
据
え
置

く
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

本
協
会
の
会
計
年
度
は
1
月
～
12
月
で

す
。
振
込
用
紙
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で

早
め
の
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

「
自
転
車
が
似
合
う
ま
ちお

お
い
た
」

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
選
考
に
参
加

10
月
24
日
（
木
）
、
大
分
市
の
都
市
計

画
部
都
市
交
通
対
策
課
か
ら
依
頼
の
あ
っ

て
い
た
、
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
選
考
の
た

め
、
足
立
攝
幹
事
長
、
足
立
町
子
幹
事
、

赤
峯
友
子
幹
事
の
3
名
は
大
分
市
庁
を
訪

問
し
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
１
１
４
０
作
品
の
中
か
ら
、

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
高
校
生
の

部
、
一
般
の
部
、
特
別
賞
の
5
部
門
で
評

価
し
、
市
の
担
当
者
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ

の
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
寄
贈
書
籍
紹
介
】

２
０
０
８
年
か
ら
本
部
会
員
で
あ
り
、

先
ご
ろ
県
協
会
に
入
会
し
た
薬
師
寺
裕
二

さ
ん
の
第
一
句
集
で
す
。
自
鳴
鐘
叢
書
。

２
０
１
４
年
か
ら
２
０
２
２
年
の
約
10

年
間
の
作
品
が
「
夏
の
空
」
「
冬
座
敷
」

「
一
日
づ
つ
」
「
隠
岐
島
」
「
去
年
今
年
」

「
あ
や
ね
」
の
６
章
に
分
か
れ
て
い
て
、

一
冊
が
さ
な
が
ら
俳
人
薬
師
寺
裕
二
の
成

長
の
記
録
の
よ
う
に
も
読
め
ま
す
。

特
に
母
親
と
の
暮
ら
し
、
母
親
へ
の
愛

情
、
そ
の
母
親
と
の
別
れ
と
い
う
、
人
生

の
普
遍
的
と
も
い
え
る
領
域
に
、
や
さ
し

さ
や
切
な
さ
だ
け
で
な
く
、
、
鋭
く
詩
人

の
目
で
切
り
込
ん
だ
そ
の
切
っ
先
に
見
え

る
余
情
に
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

夏
め
く
や
母
の
明
る
き
物
忘
れ

春
障
子
深
夜
を
軋
む
母
の
杖

母
在
り
し
日
は
猫
も
い
て
雛
祭
り

母
と
子
の
最
後
の
ノ
ー
ト
母
子
草

（
事
務
局
抄
出
）

【
寄
贈
書
籍
紹
介
】

当
協
会
協
会
賞
選
者
で
、
熊
本
県
現
代

俳
句
協
会
副
会
長
の
中
山
宙
虫
さ
ん
が
代

表
を
務
め
る
霏
霏
Ⅱ
の
16
号
（
秋
号
）
が
、

10
月
1
日
付
け
で
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
頒

布
価
格
は
一
冊
一
二
○
○
円
（
税
込
み
）
。

星
永
文
夫
氏
の
「
霏
霏
」
の
後
継
誌
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
毎
回
進
化
を

と
げ
、
今
で
は
宙
虫
さ
ん
色
が
し
っ
か
り

濃
く
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
自
選
句
の
ほ
か
選
評
、
エ
ッ
セ
ー
、

添
削
、
俳
句
に
対
す
る
読
み
物
等
、
面
白

く
読
み
応
え
が
あ
り
ま
す
。
宙
虫
さ
ん
執

筆
の
指
導
コ
ー
ナ
ー
「
Ｓ
Ｏ
！
ら
ん
！
Ｄ

Ｏ
！
」
の
ほ
か
、
星
永
氏
の
「
俳
句
い
ろ

は
塾
」
「
選
句
選
評
講
」
も
健
在
で
す
。

雨
は
好
き
か
い
亀
虫
ぽ
と
り
ぽ
と
り
落
ち

仙
人
掌
の
花
が
黄
色
い
民
主
主
義

ポ
ラ
リ
ス
を
咥
え
蝙
蝠
だ
と
名
乗
る

秋
が
好
き
秋
刀
魚
を
焦
が
す
家
が
好
き

（
宙
虫
氏
作
・
事
務
局
抄
出
）

【
寄
贈
書
籍
紹
介
】

当
協
会
協
会
賞
選
者
の
伊
藤
利
惠
さ
ん

が
主
催
す
る
各
月
開
催
の
通
信
句
会
「
ジ

ル
バ
」
の
、
コ
ロ
ナ
を
は
さ
ん
だ
過
去
三

年
の
集
大
成
と
な
る
合
同
句
集
。
会
員
は

現
在
11
名
で
、
う
ち
5
人
が
当
協
会
の
会

員
で
す
。
合
同
句
集
と
し
て
は
実
に
ユ
ニ
ー

ク
で
、
自
選
の
20
句
の
ほ
か
、
各
会
員
に

対
し
て
1
句
の
選
評
が
11
名
全
員
分
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
11
名
各
人
各
様

の
エ
ッ
セ
ー
が
載
っ
て
い
て
、
目
の
付
け

所
に
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
ま
た

詩
と
俳
句
の
コ
ラ
ボ
、
詩
の
ペ
ー
ジ
、
短

歌
の
ペ
ー
ジ
と
意
表
を
突
き
ま
す
。
普
通

の
句
集
と
思
っ
た
ら
大
間
違
い
と
い
う
声

が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

紅
葉
且
つ
散
り
て
宇
宙
は
ふ
り
出
し
に

人
体
を
取
り
出
す
夜
更
け
の
コ
ー
ト
か
な

ま
ろ
ま
ろ
と
乳
歯
は
太
る
涅
槃
西
風

い
つ
ぽ
ん
の
紐
が
束
ね
て
ゐ
る
お
ぼ
ろ

（
利
惠
氏
作
・
事
務
局
抄
出
）
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《
新
会
員
紹
介
》

垣
野
ひ
ろ
子
（
兵
庫
）

※
新
入
会
で
作
品
が
あ
り
ま
せ
ん

新
志

光
夫
（
大
分
）

終
り
無
き
戦
火
に
ひ
そ
と
一
夜
草

甲
斐

伸
子
（
大
分
）

老
人
を
や
さ
し
く
灯
す
葉
鶏
頭

川
畑
英
里
花
（
別
府
）

地
球
ア
ラ
ー
ト
ど
ん
ぐ
り
を
備
蓄
せ
よ

田
原

夏
子
（
大
分
）

紫
蘇
の
実
を
漬
け
て
介
護
の
手
に
も
ど
る

丘

友
子
（
大
分
）

如
月
や
骨
ま
で
反
戦
兜
太
逝
く

一
瀬

祥
子
（
日
田
）

冬
初
本
気
出
し
て
も
あ
か
ぬ
蓋

竹
下

邦
子
（
豊
後
大
野
）

ふ
ら
こ
こ
や
今
は
漕
ぐ
の
が
嫌
に
な
り

《
退
会
》

陣
野
千
恵
子
（
4
月
1
日
付
け
）

由
布

晃
（
8
月
1
日
付
け
）

山
口

雀
昭
（
9
月
5
日
付
け
）

三
重
町
狩
野
句
会
は
70
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ
句
会
で
す
。
現
在
会
員
25
名
。
そ

の
礎
を
築
い
た
現
会
長
の
上
田
た
か
し
氏

と
、
6
年
前
91
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
会
長

を
務
め
た
足
立
雅
泉
氏
に
、
10
月
20
日
、

狩
野
句
会
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
10
日
、
川
添
公
民
館
で
「
川
添
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
展
示
の

部
で
は
川
添
俳
句
教
室
の
作
品
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

手
作
り
の
竹
細
工
の
台
紙
に
飾
ら
れ
た

俳
句
に
は
、
こ
の
俳
句
教
室
の
産
み
の
親

で
あ
る
成
清
正
之
元
大
分
現
俳
協
会
長
の

本
人
直
筆
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
ふ
た
り
い
つ
か
ら
ふ
た
り

ち
ち
ろ
鳴
く

生
国
を
知
ら
ぬ
蟷
螂
空
へ
放
つ

そ
の
ほ
か
、
全
教
室
生
の
俳
句
作
品
も

ひ
と
り
2
句
ず
つ
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

35
回
定
期
総
会
後
の
「
懇
親
句
会
」

＝

作
品
募
集
中＝

一
面
詳
報
の
よ
う
に
、
2
月
24
日
の
定

期
総
会
の
あ
と
開
催
さ
れ
る
「
懇
親
句
会
」

に
参
加
予
定
の
方
は
、
2
月
18
日
（
火
）

ま
で
に
、
事
務
局
宛
に
ハ
ガ
キ
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

等
で
自
作
二
句
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

懇
親
句
会
は
弁
当
代
と
資
料
代
で
一
人

千
円
か
か
り
ま
す
。
当
日
徴
収
で
す
。

令
和
六
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行

会
報
第
百
三
十
二
号

発
行
人
・
有
村

王
志

発
行
所
・
大
分
県
現
代
俳
句
協
会

編
集
人
・
足
立

攝

8

大分県現代俳句協会
OITA-KEN GENDAI HAIKU ASSOCIATION

〒879-7151 大分県豊後大野市三重町西泉436

会長 有 村 王 志

《事務局》

足立 攝 方

TEL.＆FAX. 0974-22-3749 郵便振替 01900-5-57481

URL:http://gendaihaiku.net

E-Mail: info@gendaihaiku.net

令
和
６
年
度

自
薦
作
品
募
集

◇
会
員
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

当
協
会
の
日
常
活
動
な
の
で
無
料
。

◇
当
季
雑
詠
で
、
当
勉
強
会
に
未
発
表

の
も
の
を
４
句
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
締
切
は
一
月
二
十
四
日
。
第
二
回
雑

詠
句
会
の
選
句
締
切
と
同
じ
で
す
。

◇
同
封
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
紙
を
利
用
し
て
、

お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
送
れ
ば
便

利
で
す
。
50
円
で
送
れ
ま
す
。

◇
ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
等
で
お
送
り
く
だ

さ
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
読
め
さ

え
す
れ
ば
方
法
は
問
い
ま
せ
ん
。

◇
宛
先
は
事
務
局
足
立
ま
で
。

◇
作
品
は
自
動
的
に
年
間
一
句
賞
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

◇
詳
し
く
は
句
会
報
26
号
を
。


